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生
徒
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
の
本
年
度
の
活

動
は
、
交
通
安
全
、
犯
罪
予
防
の
た
め
に
、

一
、
地
域
防
犯
声
か
け
活
動

五
回

二
、
お
い
で
ん
祭
り
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル

二
日
間

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
防
犯
声
か
け
活
動
は
、
立
哨
パ
ト

ロ
ー
ル
と
並
行
し
て
、
本
年
度
は
車
に
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ

ー
で
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

地
域
防
犯
声
か
け
活
動

で
は
、
各

委
員
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

広
報
委
員
会
の
本
年
度
の
活
動
は
、
豊

北

だ
よ
り

め
ぶ
き

の
発
行
を

二
回
行
い
ま
す
。

主
な
内
容
と
し
て
各
委
員
会
の
仕
事
の

内
容
、
学
校
行
事
、
部
活
動
の
試
合
の
結

果
な
ど
盛
り
沢
山
の
内
容
で
、
皆
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
を
、
十
五
名
の

委
員
で
編
集
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
と
生
徒
と
家
庭
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
役
立
て
て
頂
け
ま
す
事
を
目

標
に
、
一
年
間
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

め
ぶ
き

に
関
す
る
御
意
見
等
は
、
広

報
委
員
会
ま
で
ご
一
報
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
今
後
の
編
集
活
動
に
役
立
た
せ
て
頂

き
ま
す
。

今
年
一
年
間
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

委
員
長

工
藤

美
枝

親
子
で
共
有
す
る
豊
田
北
高
校

会
長

今

井

浩

治

事
内
容
に
深
い
理
解
と
協
力
を
得
て
、
例
年

多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。自

ら
考
え
、
共
に
行
動
す
る

活

動

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
年
度
も
、
ク

リ
ー
ン
活
動
・
校
内
剪
定
作
業
、
ミ
ニ
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
大
会
、
進
路
学
習
会

な
ど

盛
り
沢
山
の
行
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
二
年
後
に
控
え
た

本
校
創
立
三
十

周
年

へ
の
準
備
着
手
の
段
階
で
も
あ
り
ま

す
。個

性
・
創
造
性
に
あ
ふ
れ
、
次
世
代
を
担

う
心
豊
か
な
北
高
生
の
育
成
と
環
境
作
り
の

サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。

先
生
方
並
び
に
保
護
者
の
皆
様
、
絶
大
な

る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
、
皆
様
の
ご

承
認
に
よ
り
大
役
の
任

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

一
般
に
、
高
校

活
動
は
、
形
骸
化

さ
れ
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
、
正
直
私

自
身
、
そ
う
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

本
校

は
別
格
で
す
。
こ
れ
ま
で
惜
し

み
な
い
努
力
で
構
築
さ
れ
て
き
た
諸
先
輩
方

々
の
活
動
実
績
は
、
実
に
充
実
し
た
素
晴
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
北
高
に
関
す
る
豊
富

な
話
題
と
情
報
を
親
子
で
共
有
し
、
親
子
の

対
話
か
ら
学
校
に
深
い
理
解
と
関
心
を
示
す

保
護
者
が
多
く
み
え
る
こ
と
で
す
。

活
動
に
対
し
て
も
、
上
辺
だ
け
で
な
く
、
行

会

長

今
井
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猿
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（
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介
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平成 年度 総会開催
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茉
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環
境
整
備
委
員
会
は
、
学
校
周
辺
の
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
内
容
に
は
以
下

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

六
月
の

ク
リ
ー
ン
活
動

は
、
学
校

周
辺
地
域
の
美
化
活
動
と
と
も
に
空
き
缶

や
ゴ
ミ
等
の
収
集
、
花
壇
整
備
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
十
月
に
は

校
内
剪
定
作
業

進
路
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
の
活
動
は
、

一
、
補
習
授
業
・
土
曜
学
習
講
座
・
模
擬

試
験
お
よ
び
三
年
夏
期
補
習
の
空
調

設
備
導
入
に
伴
う
各
費
用
の
集
金

二
、
夏
期
学
習
合
宿
の
激
励
訪
問

三
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
進
路
を
学
習
す

る

進
路
学
習
会
の
開
催

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

以
前
の
進
路
学
習
会
で

受
験
は
団
体

戦
で
あ
る
。
と
言
わ
れ
た
。
ど
う
い
う

こ
と
か
と
言
う
と
、
受
験
当
日
は
個
人
戦

で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
先
生
・
保
護

者
・
本
人
が
三
位
一
体
と
な
り
、
学
校
と

の
パ
イ
プ
を
太
く
し
、
将
来
ど
ん
な
職
業

に
就
き
た
い
か
を
一
緒
に
考
え
、
子
ど
も

の
希
望
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
目
標
を
設

定
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
、
楽
し

く
勉
強
が
で
き
る
環
境
を
皆
で
整
え
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
一
致
団
結
し

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

た
い
と
思
い
ま
す
。

六
月
二
十
四
日
の
体
験
試
合
を
含
め
十

二
月
二
日
の
北
高

ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、

親
睦
の
伝

統
行
事
と
し
て
会
員
の
皆
様
に
親
し
ま
れ

る
様
な
企
画
を
立
て
、
盛
大
に
開
催
出
来

る
よ
う
に
委
員
会
活
動
を
行
っ
て
行
き
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
多
く
の
ご
参
加

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

を
行
い
ま
す
。

生
徒
や
保
護
者
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
、
地
域
美
化
に
貢
献
す
る
こ
と
で

生
徒
各
自
が
環
境
に
つ
い
て
の
意
識
を
持

ち
、
社
会
参
加
の
心
を
育
て
る
こ
と
の
で

き
る
活
動
と
し
て
意
義
あ
る
も
の
と
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
き
届
か
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
環
境
整
備
活
動
に
つ
い
て
保
護
者

の
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

世
に

北
高

数
あ
れ
ど
、
標
榜
す
る

は

日
本
一
の
北
高
。
愛
知
の
四
方
に
は
、

東
に
時
習
館
、
南
は
岡
崎
、
西
が
旭
丘
、

そ
し
て
北
方
で
は
我
が
北
高
。
北
の
守
護

は
多
聞
天
。
独
立
尊
で
は
、
毘
沙
門
天

と
な
る
。
北
高
は
北
の
要
。
そ
の
存
在
は

攻
め
あ
り
て
こ
そ
。
守
り
だ
け
で
は
勝
て

な
い
。
討
っ
て
出
、
生
徒
の
進
路
実
現
を

図
る
。
北
高
を
生
涯
の
母
校
と
決
め
て
く

れ
た
生
徒
諸
君
へ
の
我
等
職
員
、
保
護
者

の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
積
極
的
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
成
否
を
問
う
ま
い
。
失
敗
に
は
そ

れ
を
越
え
て
成
功
す
れ
ば
済
む
。
上
杉
謙

信
公
は
、
毘
沙
門
天
の
毘
を
旗
と
し
た
。

家
康
公
は
厭
離
穢
土

欣
求
浄
土
。
然

ら
ば
北
高
の
旗
は
如
何
。
旗
は
校
長
が
掲

げ
る
も
の
に
非
ず
、
生
徒
職
員
保
護
者

地
域

が
夢
を
懸
け
て
掲
げ
る
も
の
。

は
、
生
徒
が
信
頼
す
る
最
強
応
援
団

と
し
て
旗
を
高
く
掲
げ
よ
う
。
北
高
は

近
く
開
設
三
十
年
を
迎
え
る
が
、
今
、
先

輩
学
校
を
越
え
て
北
の
雄
を
確
立
維
持

し
よ
う
。
伝
統
は
自
ら
作
る
も
の
。
北
高

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

生
徒
職
員
保
護

者
地
域

を
得
た
以
上
、
愛
知
北
部
の
高

校
教
育
を
支
え
る
義
務
ま
た
我
等
に
あ
り
。

時
は
北
高
。
北
高
だ
か
ら
や
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
北
高
教
育

の
確
立
を
。

他
を
真
似
な
い
、
他
が
追
随
す
る
の
は
許

す
。
曰
く
、
付
加
価
値
、
進
路
実
現
、

生
徒
職
員
保
護
者
地
域
の
相
互
信
頼
、
元

気
さ
、
誠
実
さ
、
忍
耐
強
さ
、
そ
し
て
爽

や
か

を
提
案
し
た
い
。
一
度
も
あ
る

人
生

が
懸
か
る
か
ら
に
は
、
限
り
な
き

夢
を
持
ち
続
け
よ
う
。
我
等
縁
あ
り
て
、

生
徒
職
員
保
護
者
地
域
と
な
り
に
し
か
。

な
ら
ば
、
壮
大
な
夢
を
追
い
続
け
よ
う
。

保
護
者
と
教
師
に
夢
な
く
し
て
な
ん
ぞ
生

徒
に
と
、

挙
っ
て
、
爽
や
か
な
生

徒
を
育
て
た
い
。
一
人
が
動
け
ば
世
界

も
動
く
。
そ
し
て
北
高

我
等

に
も
ま
た
夢
の
象
徴

夢

ど
こ
ま
で
も

高
く
掲
げ
よ
北
高
の
旗

校

長

川

合

政

仁

委
員
長

齋
藤

則
茂

委
員
長

山
内

義
彦

委
員
長

成
瀬

潔

十
八
年
度
体
育
委
員
会
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
も
百
二
十
名
の
参
加
の
も

と

ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
事
故
も
無
く
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
の
で
、
今
年
度
は
更
に
参
加
者
を

増
員
す
る
為
に
、
川
合
校
長
先
生
を
始
め

と
す
る
新
任
の
先
生
方
に
も
多
く
参
加
し

て
頂
き
、
ま
た
一
般
の

会
員
の
方

々
や

会
員
の
方
々
に
も
沢
山
参
加
し

て
頂
け
る
よ
う
に
声
を
か
け
運
動
を
行
い

去る 月 日（土）多くの方々に参加いただき、ゴミ収集と花植え

作業が無事終了しました。ありがとうございました。今後とも御協

力お願いします
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環
境
整
備
委
員
会
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、
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校
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備
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こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
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、
保
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が
子
ど
も
の
進
路
を
学
習
す

る

進
路
学
習
会
の
開
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を
計
画
し
て
い
ま
す
。

以
前
の
進
路
学
習
会
で

受
験
は
団
体

戦
で
あ
る
。
と
言
わ
れ
た
。
ど
う
い
う

こ
と
か
と
言
う
と
、
受
験
当
日
は
個
人
戦

で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
先
生
・
保
護

者
・
本
人
が
三
位
一
体
と
な
り
、
学
校
と

の
パ
イ
プ
を
太
く
し
、
将
来
ど
ん
な
職
業

に
就
き
た
い
か
を
一
緒
に
考
え
、
子
ど
も

の
希
望
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
目
標
を
設

定
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
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し
て
、
楽
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く
勉
強
が
で
き
る
環
境
を
皆
で
整
え
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
一
致
団
結
し

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

た
い
と
思
い
ま
す
。

六
月
二
十
四
日
の
体
験
試
合
を
含
め
十

二
月
二
日
の
北
高

ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、

親
睦
の
伝

統
行
事
と
し
て
会
員
の
皆
様
に
親
し
ま
れ

る
様
な
企
画
を
立
て
、
盛
大
に
開
催
出
来

る
よ
う
に
委
員
会
活
動
を
行
っ
て
行
き
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
多
く
の
ご
参
加

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

を
行
い
ま
す
。

生
徒
や
保
護
者
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
、
地
域
美
化
に
貢
献
す
る
こ
と
で

生
徒
各
自
が
環
境
に
つ
い
て
の
意
識
を
持

ち
、
社
会
参
加
の
心
を
育
て
る
こ
と
の
で

き
る
活
動
と
し
て
意
義
あ
る
も
の
と
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
き
届
か
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
環
境
整
備
活
動
に
つ
い
て
保
護
者

の
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

世
に

北
高

数
あ
れ
ど
、
標
榜
す
る

は

日
本
一
の
北
高
。
愛
知
の
四
方
に
は
、

東
に
時
習
館
、
南
は
岡
崎
、
西
が
旭
丘
、

そ
し
て
北
方
で
は
我
が
北
高
。
北
の
守
護

は
多
聞
天
。
独
立
尊
で
は
、
毘
沙
門
天

と
な
る
。
北
高
は
北
の
要
。
そ
の
存
在
は

攻
め
あ
り
て
こ
そ
。
守
り
だ
け
で
は
勝
て

な
い
。
討
っ
て
出
、
生
徒
の
進
路
実
現
を

図
る
。
北
高
を
生
涯
の
母
校
と
決
め
て
く

れ
た
生
徒
諸
君
へ
の
我
等
職
員
、
保
護
者

の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
積
極
的
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
成
否
を
問
う
ま
い
。
失
敗
に
は
そ

れ
を
越
え
て
成
功
す
れ
ば
済
む
。
上
杉
謙

信
公
は
、
毘
沙
門
天
の
毘
を
旗
と
し
た
。

家
康
公
は
厭
離
穢
土

欣
求
浄
土
。
然

ら
ば
北
高
の
旗
は
如
何
。
旗
は
校
長
が
掲

げ
る
も
の
に
非
ず
、
生
徒
職
員
保
護
者

地
域

が
夢
を
懸
け
て
掲
げ
る
も
の
。

は
、
生
徒
が
信
頼
す
る
最
強
応
援
団

と
し
て
旗
を
高
く
掲
げ
よ
う
。
北
高
は

近
く
開
設
三
十
年
を
迎
え
る
が
、
今
、
先

輩
学
校
を
越
え
て
北
の
雄
を
確
立
維
持

し
よ
う
。
伝
統
は
自
ら
作
る
も
の
。
北
高

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

生
徒
職
員
保
護

者
地
域

を
得
た
以
上
、
愛
知
北
部
の
高

校
教
育
を
支
え
る
義
務
ま
た
我
等
に
あ
り
。

時
は
北
高
。
北
高
だ
か
ら
や
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
北
高
教
育

の
確
立
を
。

他
を
真
似
な
い
、
他
が
追
随
す
る
の
は
許

す
。
曰
く
、
付
加
価
値
、
進
路
実
現
、

生
徒
職
員
保
護
者
地
域
の
相
互
信
頼
、
元

気
さ
、
誠
実
さ
、
忍
耐
強
さ
、
そ
し
て
爽

や
か

を
提
案
し
た
い
。
一
度
も
あ
る

人
生

が
懸
か
る
か
ら
に
は
、
限
り
な
き

夢
を
持
ち
続
け
よ
う
。
我
等
縁
あ
り
て
、

生
徒
職
員
保
護
者
地
域
と
な
り
に
し
か
。

な
ら
ば
、
壮
大
な
夢
を
追
い
続
け
よ
う
。

保
護
者
と
教
師
に
夢
な
く
し
て
な
ん
ぞ
生

徒
に
と
、

挙
っ
て
、
爽
や
か
な
生

徒
を
育
て
た
い
。
一
人
が
動
け
ば
世
界

も
動
く
。
そ
し
て
北
高

我
等

に
も
ま
た
夢
の
象
徴

夢

ど
こ
ま
で
も

高
く
掲
げ
よ
北
高
の
旗

校

長

川

合

政

仁

委
員
長

齋
藤

則
茂

委
員
長

山
内

義
彦

委
員
長

成
瀬

潔

十
八
年
度
体
育
委
員
会
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
も
百
二
十
名
の
参
加
の
も

と

ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
事
故
も
無
く
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
の
で
、
今
年
度
は
更
に
参
加
者
を

増
員
す
る
為
に
、
川
合
校
長
先
生
を
始
め

と
す
る
新
任
の
先
生
方
に
も
多
く
参
加
し

て
頂
き
、
ま
た
一
般
の

会
員
の
方

々
や

会
員
の
方
々
に
も
沢
山
参
加
し

て
頂
け
る
よ
う
に
声
を
か
け
運
動
を
行
い

去る 月 日（土）多くの方々に参加いただき、ゴミ収集と花植え

作業が無事終了しました。ありがとうございました。今後とも御協

力お願いします
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生
徒
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
の
本
年
度
の
活

動
は
、
交
通
安
全
、
犯
罪
予
防
の
た
め
に
、

一
、
地
域
防
犯
声
か
け
活
動

五
回

二
、
お
い
で
ん
祭
り
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル

二
日
間

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
防
犯
声
か
け
活
動
は
、
立
哨
パ
ト

ロ
ー
ル
と
並
行
し
て
、
本
年
度
は
車
に
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ

ー
で
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

地
域
防
犯
声
か
け
活
動

で
は
、
各

委
員
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

広
報
委
員
会
の
本
年
度
の
活
動
は
、
豊

北

だ
よ
り

め
ぶ
き

の
発
行
を

二
回
行
い
ま
す
。

主
な
内
容
と
し
て
各
委
員
会
の
仕
事
の

内
容
、
学
校
行
事
、
部
活
動
の
試
合
の
結

果
な
ど
盛
り
沢
山
の
内
容
で
、
皆
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
を
、
十
五
名
の

委
員
で
編
集
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
と
生
徒
と
家
庭
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
役
立
て
て
頂
け
ま
す
事
を
目

標
に
、
一
年
間
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

め
ぶ
き

に
関
す
る
御
意
見
等
は
、
広

報
委
員
会
ま
で
ご
一
報
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
今
後
の
編
集
活
動
に
役
立
た
せ
て
頂

き
ま
す
。

今
年
一
年
間
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

委
員
長

工
藤

美
枝

親
子
で
共
有
す
る
豊
田
北
高
校

会
長

今

井

浩

治

事
内
容
に
深
い
理
解
と
協
力
を
得
て
、
例
年

多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。自

ら
考
え
、
共
に
行
動
す
る

活

動

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
年
度
も
、
ク

リ
ー
ン
活
動
・
校
内
剪
定
作
業
、
ミ
ニ
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
大
会
、
進
路
学
習
会

な
ど

盛
り
沢
山
の
行
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
二
年
後
に
控
え
た

本
校
創
立
三
十

周
年

へ
の
準
備
着
手
の
段
階
で
も
あ
り
ま

す
。個

性
・
創
造
性
に
あ
ふ
れ
、
次
世
代
を
担

う
心
豊
か
な
北
高
生
の
育
成
と
環
境
作
り
の

サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。

先
生
方
並
び
に
保
護
者
の
皆
様
、
絶
大
な

る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
、
皆
様
の
ご

承
認
に
よ
り
大
役
の
任

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

一
般
に
、
高
校

活
動
は
、
形
骸
化

さ
れ
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
、
正
直
私

自
身
、
そ
う
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

本
校

は
別
格
で
す
。
こ
れ
ま
で
惜
し

み
な
い
努
力
で
構
築
さ
れ
て
き
た
諸
先
輩
方

々
の
活
動
実
績
は
、
実
に
充
実
し
た
素
晴
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
北
高
に
関
す
る
豊
富

な
話
題
と
情
報
を
親
子
で
共
有
し
、
親
子
の

対
話
か
ら
学
校
に
深
い
理
解
と
関
心
を
示
す

保
護
者
が
多
く
み
え
る
こ
と
で
す
。

活
動
に
対
し
て
も
、
上
辺
だ
け
で
な
く
、
行

会

長

今
井

浩
治

（
猿
投
台
）

副
会
長

那
須

正
和

（
高

橋
）

川
本

昌
子

（
竜

神
）

村
山

雄
司

（
高

橋
）

川
合

政
仁

（
校

長
）

書

記

篠
田

弘
美

（
朝
日
丘
）

杉
山

枝
里
子
（
朝
日
丘
）

大
山

康

（
教

頭
）

鈴
木

揚
一

（
教

頭
）

会

計

山
田

千
は
る
（
藤

岡
）

逆
井

清

（
猿

投
）

近
藤

芳
康

（
事
務
長
）

監

査

小
倉

龍
吾

（
益

富
）

古
賀

繁
美

（
崇
化
館
）

飯
田

正
典

（
美

里
）

生
徒
サ
ポ
ー
ト
委
員
長

半
崎

有
子

（
朝
日
丘
）

環
境
整
備
委
員
長

齋
藤

則
茂

（
保

見
）

体

育

委
員
長

成
瀬

潔

（
豊

南
）

進
路
サ
ポ
ー
ト
委
員
長

山
内

義
彦

（
藤

岡
）

広

報

委
員
長

工
藤

美
枝

（
保

見
）

（
土
）

定
期
総
会

（
土
）
ク
リ
ー
ン
活
動

（
金
土
）

お
い
で
ん
祭
り
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル

（
火
水
）

文
化
発
表
会
参
加
予
定

（
木
）
体
育
祭

参
加
予
定

（
土
）
校
内
剪
定
花
植
え
作
業

（
土
）
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
土
）

進
路
学
習
会

役
員
紹
介

役
員
紹
介

事
業
予
定

事
業
予
定

平成 年度 総会開催

委
員
長

半
崎

有
子

東
海
大
会
出
場

陸
上
競
技

男
子

八

井
上
（
県
五
位
）

女
子

四

西

（
県
五
位
）

ボ
ー
ト

男
子
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

（
県
三
位
）

中
川
・
其
田
・
鈴
木
・
生
田
・
山
中

県
大
会
出
場

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

松
井
・
坂
井
組

女
子

団
体

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
男
子
、
女
子

ボ
ー
ト
男
子

弓
道
男
子

山
田

女
子

篠
田

陸
上
競
技

男
子

四

井
上
、
松
井

八

井
上

女
子

四

西
、
山
田

走
高
跳

川
澄

四

近
藤
・
上
野

西
・
青
木
茉
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